
















先生は、基礎英語 I という reading に重点を置いた授業があった頃から、教科書
Beyond Language や配布資料を読んでは自分の考えを英語で writing する授業を実践し
てこられた。Beyond Language は、異文化コミュニケーションのコンサルタントの経験




と、やはり language objectives と cross-cultural objectives の２つが明記されている。前
者は、The ultimate goal of the Kiso Reading class is to provide students with the reading skills and 
strategies through both intensive and extensive reading at a level of increased difficulty. と記され
ており、精読・多読の両方を通して reading の力と方略を身につけることが示されている。
同 時 に 後 者 を 以 下 の よ う に 説 明 し て い る。The cross-cultural objective is to provide an 
understanding of cultural diversity in a pluralistic/heterogeneous societies, fostering cultural 




る explicit culture として、言語、食べ物、容姿などがあるとともに、水面下に隠れてい



















己紹介においても、His major interest is the integration of global citizenship education for peace 













as an International Language）で意見を述べる力を磨いていくのである。
writing に関して、先生は Format for Summary and Opinion, Format for Essay という
２種類のシートを作成・利用している。各シートの下部に、学生が writing をした後に文章
の構造や内容を振り返るための Analytical Evaluation Criteria というチェックリストが付
されている。これは、Clear Thesis Statement, Support to Thesis, Paragraph Coherence, 
Transition Devices, Sentence Structure, Clear Concluding Sentence, Clincher, Originality, 
Critical Thinking などが含まれているか課題提出前に自己点検できるリストである。
21「ご退職に寄せて」
Grade には、AAA, AA, A, B++, B+, B, C, D, E という段階がある。この段階設定を見て
も、学生の潜在的な高い writing 力を意識、期待、尊重し、そこからさらに技術を向上させ







形成するという先生のポリシーの表れでもある。こういった process writing を重視し、と
にかく授業では学生が常にあるトピックについて英語で読み、考え、書き、発表し、聞く
という展開が繰り返されていくのである。先生は writing-reading-speaking connection とい
う概念を用いており、多読がトピックに関する刺激をもたらし、学生の中にある背景知識を
喚起し、writing や speaking をより向上させるという考えに基づいた指導を行っている。




きた reading と writing の両方の力を同時に効果的に伸ばす教育へとカリキュラムが改正さ
れ、かつて reading に重点を置いていた基礎英語 I という科目は、College English Reading 
and Writing に名称・内容ともに変更された。
この２年半に、先生の College English Reading and Writing、英語科教育法 I・II、
Japan Studies という授業を見学させていただいた。上記はその１つ College English 





22 言 語 と 文 化
先生がいつも廊下の先の窓辺に置いてくださるお花
 
